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トップメッセージ 

変革の歩みは、着実に。 

― SHIFT2028・第 1 四半期を終えて ― 

 

株主・投資家の皆さまには、日頃より TDSE へのご支援を賜り、心より御礼申し上げます。 

本メッセージは、6 月 3 日に発信した「SHIFT2028 始動にむけたトップメッセージ」の続報として、新中期経営計画の

初年度第 1 四半期を終えた当社の現在地をお伝えするものです。今回より四半期ごとに私からのメッセージと進捗をお

示しすることで、計画の単なる説明だけにとどまらず、具体的な事実として前進していることを継続的に確認いただけ

るよう情報発信に努めてまいります。 

第 1 四半期は、SHIFT2028 で掲げた変革の第一歩として、組織再編が進み、なかでも営業改善における手応えが見

え始めた期間となりました。売上高は計画に対して順調に推移し、生成 AI エージェント関連の引き合い・受注も継続

して拡大しています。一方で、営業利益は構造改革投資の先行により費用が先行する局面にありますが、これは

SHIFT2028 の実現に向けた計画的な投資であり、想定の範囲内と認識しています。 

生成 AI 市場は、技術面・経済面の双方で変化の速度が極めて速く、事業環境の見通しも短期間で見直しながら進め

ることが求められています。こうした市場では、時間をかけて慎重に見極めるだけでは、顧客接点や利用基盤を先行し

て押さえる機会を失いかねません。むしろ、変化の初期段階から顧客の業務に入り込み、利用継続につながる仕組みを

構築できるかが、その後の競争優位を左右します。 

当社が重視しているのは、前回メッセージでもお伝えした通りとなりますが、一時点の利益水準だけではなく、

SHIFT2028 で掲げる事業構造転換の進捗です。生成 AI エージェント領域は成長余地が大きい一方で、今後は参入企業

の増加により競争も一段と高まることが想定されます。そのなかで当社が評価されるためには、単発の受注拡大にとど

まらず、顧客接点を継続的に広げ、利用継続を通じて収益が積み上がる事業構造を早期に構築することが重要となりま

す。新中期経営計画の初年度における営業・技術体制の再編、人財強化、サービス企画、AI 環境増強にむけた動きは、

この収益構造転換を進めるための計画的な先行投資です。短期的に費用が先行するものの、顧客基盤と継続収益の入口

を確保することで、次年度以降の売上成長、ストック収益の積み上げ、利益率回復につなげていく考えです。こうした

理由から、今年度は短期利益の最大化よりも、中長期の企業価値向上に資する収益基盤の形成を優先しています。 

この考え方は、資本効率の改善にもつながります。ROE をはじめとする資本効率指標の改善は重要な経営課題ですが、

見かけ上の数値改善では持続性がありません。当社は、生成 AI ビジネスへのシフトにより本業の収益力を高め、スト

ック型収益を積み上げることで、資本効率を実質的に改善する経営を目指してまいります。生成 AI 売上の成長とスト

ック型収益の積み上げに取り組み、売上成長と利益率の回復を新中期経営計画の時間軸のなかで結びつけ、企業価値向

上につながる実行力として示してまいります。 

当社は、2028 年度最終目標として掲げたゴールの達成に向けて、変革の歩みを着実に進めてまいります。そして、その

進捗と成果を皆さまにお示しできるよう努めてまいります。引き続き、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

2026 年 7 月 

代表取締役社長 東垣 直樹 
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以降の説明では、上記トップメッセージの背景となる第 1 四半期の業績、構造改革の進捗、主要領域の状

況、KPI および情報開示の実績についてご説明いたします。 

 

1．第 1 四半期業績 

2026 年度第 1 四半期の売上高は 7.88 億円となり、前年同期（6.71 億円）比+17.6％と計画に対して順調に

推移し、通期計画 32 億円に対する進捗率は 24.6％となりました。生成 AI エージェント領域を中心に大手

企業からの引き合いと受注が継続的に積み上がっていることが主因です。売上総利益は 2.66 億円（前年同

期比+19.1％）、営業利益は 0.25 億円（前年同期比+286.3％、営業利益率 3.2％）と、先行投資が発生する

なかでも増益を確保しました。6 月 3 日決算説明会でご説明した通り、本年度に集中実行する構造改革投資

（約 2.8 億円増）の計画的な執行によるものであり、想定された範囲内と認識しております。強化領域の人

財採用・体制整備にむけた先行投資は SHIFT2028 の収益性回復につなげるための意図的なコスト構造改革

として、３つの転換にむけた骨太方針を推進しております。 

 

2．新中計「SHIFT2028」における構造改革の進捗 

6 月 3 日にお示しした「新中計 SHIFT2028 における構造改革（3 つの大きな転換）」について、第 1 四半期

の進捗についてご報告します。いずれも想定した巡航速度で進んでおります。 

 

転換軸 方向性 評価 第 1 四半期の主な動き 

成長軸 
従来型 AI → 生成 AI エー

ジェントへのシフト 
◎ 想定以上 

Dify 軸の AI エージェント案件の引き合いが拡大傾向であ

り、売上も対前年比で大幅に上昇。コンサル領域の生成 AI シ

フトも稼働開始。 

収益構造 
フロー型 → ストック型へ

のシフト 
〇 計画通り 

AI エージェント継続利用・AI 基盤運用によるストック型収

益が積み上がり始めています。Quid も対前年並みに推移し

ており、全社におけるストック型売上の上昇に寄与していま

す。 

実行体制 
分散組織 → 集約・融合へ

のシフト 
〇 計画通り 

営業組織の統合及び人員強化は第 1 四半期内に完了し、役割

含めた運用オペレーション、売上精度向上に向けた取組みを

開始。技術組織でもコンサルと生成 AI エージェント機能の

統合及び生成 AI シフトに向けた体制移行が完了し、スキル

強化に向けた人財育成計画の策定が進行中。 

 

3．各領域の状況 

以下（1）〜（3）の各領域における、第 1 四半期の実績と中期経営計画への貢献は次のとおりです。 



2027 年３月期第 1 四半期決算を終えてートップメッセージ及び説明資料 2026.7.31  
 

p. 4 
 

領域（本文見出し） 第 1 四半期の実績 
評

価 
中計への貢献 

（1）生成 AI エージェント領域 

Dify を中心とした引き合いが極めて高水準で継続し、

Dify 関連売上は前年比 2 倍以上に成長。コンサル機能も

生成 AI へのシフトを開始 

◎ 

売上拡大の主軸・生成

AI 比率 60%達成のエ

ンジン 

（2）データ基盤領域 

Databricks のシルバーパートナーとして正式認定（前年

比 2〜3 倍の成長見込み）。国内希少な認定パートナーと

して大手企業への提案で市場優位となりえる体制構築 

〇 
成長戦略としての基

盤確立 

（3）SNS アナリティクス領域 

継続契約の維持を最優先に安定推移。生成 AI 機能「Quid 

Terminal」の新たな提供を通じ、製品優位性を強化、新

規顧客開拓が進行 

○ 
安定的収益基盤とし

て持続貢献 

 

（1）生成 AI エージェント領域 ― 引き合い急拡大と体制整備 

Dify を中心とした生成 AI エージェント案件への引き合いが、第 1 四半期においても極めて高い水準で続いていま

す。第 1 四半期の売上は前年同期比約 2 倍の成長を確保しました。昨年度に前年比＋343%という急成長を遂げたこの

領域の勢いは今年度も衰えず、企業の AI 活用が「実験」から「業務実装」へ本格移行するなかで、AI エージェントの

構築・運用を一気通貫で担えるパートナーとしての TDSE への期待は当初想定を上回るペースで高まっております。 

また、従来のコンサルティング領域においても、営業と技術組織を分離・改編したことで、攻めの営業姿勢に転換し、

さらに生成 AI 領域への取組みも徐々に始まっております。構想策定から業務適用設計・実装・運用定着までを一体で

支援する体制へと再構築しており、既存の大手顧客を起点とした生成 AI 案件の上流参画も着実に増加しています。引

き合いの勢いに供給体制を追いつかせるべく、AI エンジニアの育成・採用を急ピッチで進めるとともに、パートナー企

業を巻き込んだエコシステムの拡充も並行して推進しています。 

さらに、Dify を活用した生成 AI アプリケーション・AI エージェントを、セキュアなオンプレミス環境で高速稼働させ

る AI 基盤サービスの提供に向けた準備も進んでいます。クラウドへのデータ持ち出しに制約のある金融・製造・公共

領域など、セキュリティ要件の厳しい企業が生成 AI を安全かつ高速に業務活用できる環境を整備するとともに、生成

AI の利用コスト増加の抑制にも対応するサービスとして提供していく考えです。近く正式なお知らせができる見込み

であり、Dify を軸とした提案の幅をさらに広げる取り組みとして推進してまいります。 

 

（2）データ基盤領域 ― Databricks シルバーパートナー認定と展開加速 

国内外の DX・AI 推進企業の間で採用が急拡大している Databricks について、当社はシルバーパートナーとして正

式に認定されました。多くの企業がパートナーシップを競うなかでのこの認定は、当社のデータ基盤技術力と導入実績

が評価された結果であり、大手企業への提案において当社の信頼性と提案力を高める基盤を構築することができました。

企業の分散しているデータを集約し生成 AI を業務に活かすための統合基盤として、Databricks への需要は国内外で急

拡大しています。当社はデータ整備から生成 AI 活用基盤の構築・運用支援までを担う希少なパートナーとして本格展

開を進め、将来的に継続収益（ストック型）の積み上げ源として機能させてまいります。第 1 四半期の実績を踏まえ、

本領域の売上は前年同期比 2〜3 倍の成長を見込んでおります。 

あわせて、Databricks 活用支援の専用サービスサイトも刷新し、展開を強化しています。データ基盤の構築から生成
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AI 活用・運用内製化までを一体で支援できる Silver Tier Partner として、継続収益の柱の一つへ育ててまいります。専

用サイトはこちら⇒https://databricks.tdse.jp/ 

 

（3）SNS アナリティクス領域 ― 安定したストック型収益基盤の維持 

米 Quid 製品を軸とする SNS アナリティクス領域は、継続契約の維持を最優先としながら安定したストック型収益基

盤としての役割を着実に果たしています。売上水準については前年同期と同程度の着地を見込んでおり、生成 AI 機能

「Quid Terminal」の搭載による製品優位性の向上と既存顧客の継続率維持に引き続き注力してまいります。AI エージ

ェントとの連携機能（MCP）の実装も進んでおり、今後の付加価値向上に向けた準備も着実に進んでいます。 

 

4．KPI 進捗と 3 年ロードマップにおける現在地 

SHIFT2028 では、売上高を KGI、生成 AI エージェント売上比率とストック型売上比率の 2 つを KPI として定義し、

四半期ごとに開示してまいります。今回が初回の開示となりますが、第 1 四半期を終え、社内での集計・整理の枠組み

が一定程度整ったことから、各 KPI について当年度の年間着地予想を示すとともに、四半期時点での実績割合もあわせ

て開示することとしました。 

現時点では新中計の初年度であり、生成 AI エージェント領域へのシフト、ストック型収益の積み上げに向けた体制

整備および各種準備は滞りなく進んでおります。単年度の着地見通しと四半期ごとの進捗割合を継続的にお示しするこ

とで、株主・投資家の皆さまに SHIFT2028 の進捗をより具体的に確認いただけるようにしてまいります。重要なのは

一時点の水準だけではなく、事業構造転換に向けた準備と実行が計画通り進んでいることです。この 3 年間でどこまで

高めるかという道筋の中に、今の数字を位置づけてご覧ください。 

 

■新中計 SHIFT2028 のロードマップ 

指標 
新中計 1 年目  

2026 年度  

新中計 2 年目  

2027 年度 

新中計 3 年目  

2028 年度 

状態 基盤を整え、軌道に乗せる 成長を数字で証明する モデル確立・企業価値向上 

売上高 32 億円（KGI 計画） 売上高 成長加速 38〜43 億円（KGI 目標） 

生成 AI エージェント 

売上比率 
45%以上（KPI 着地予想） 1 年目終了後に開示 60%（KPI 目標） 

ストック型 

売上比率 
23%以上（KPI 着地予想） 1 年目終了後に開示 30%（KPI 目標） 

営業利益率 4%程度（計画） 回復トレンドへ 8%以上（目安） 

※ 当社は生成 AI エージェント売上比率とストック型売上比率を KPI として設定しており、今回 2026 年度の年間着地

予想と四半期実績割合をあわせて開示し、進捗を継続的に更新します。なお、生成 AI エージェント売上比率は、事業

環境の変化等を踏まえ、対象案件の整理を含め算定方法を継続的に見直しております。 2027 年度の中間目標は 2026

年度終了後の開示予定とし、最終目標（生成 AI 比率 60%・ストック比率 30%）に向けた軌道確認指標として四半期ご

とに更新します。 

https://databricks.tdse.jp/
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■主要 KGI・KPI の状況 

指標 
2025 年度 

実績 

2026 年度 

1Q 実績 

2026 年度  

着地予想 

売上高 

【KGI】 
30.1 億円 7.88 億円（対前年+17.6％増） 32 億円（期初計画） 

生成 AI エージェント売上比率

【KPI】 
約 30% 47%（今回開示） 45%以上（今回開示） 

ストック型売上比率 

【KPI】 
約 20% 23%（今回開示） 23%以上（今回開示） 

（参考）営業利益 

（参考）営業利益率 

2.1 億円 

7.1% 

0.25 億円（対前年+286％増） 

3.2%（対前年+2.3Pt 増） 

1.3 億円（期初計画） 

4.0%（期初計画） 

 

5．情報開示の実績 

SHIFT2028 では「実行している事実を継続的に開示する」ことを方針の一つとしています。第 1 四半期においては、

以下の４本のプレスリリースを開示しました。いずれも SHIFT2028 が掲げる生成 AI エージェント領域へのシフトお

よびストック型収益基盤の強化を具現化する取り組みです。 

開示日 タイトル・概要 SHIFT2028 との接続 

6 月 8 日 Dify 特約店（二次販売代理店）制度の開始 生成 AI エージェント領域の拡張・ストック収

益基盤の強化 

⇒リンク先 
販売チャネルを拡張し、パートナー経由でのライセンス提

供・導入支援・運用支援へと収益機会を多層化 

6 月 12 日 Dify 新ライセンス「Essential」「Standard」提供開始 顧客基盤拡大・継続的収益積み上げの加速 

⇒リンク先 
PoC・部門検証から全社実装まで、企業の AI 活用フェーズ

に応じた段階的な導入パスを整備 

6 月 19 日 Quid Terminal（AI エージェントによる分析）本格開始 SNS アナリティクス領域のストック型収益強

化・生成 AI 比率向上 

⇒リンク先 
Quid Monitor に生成 AI エージェント機能搭載。分析からレ

ポート作成まで自動化、製品優位性の向上 

7 月 29 日 Databricks の「Silver Tier」パートナーに認定 AI 基盤展開にむけた競争力強化策 

⇒リンク先 
Databricks 認定取得を機に顧客支援を拡大 

これらの開示は、SHIFT2028 が計画段階から実行段階へ明確に移行していることを示すものです。生成 AI エージェントへの成長軸

転換、ストック型収益への構造転換、そして実行体制の強化は、すでに具体的な事実として動き始めています。当社は今後も、四半期

ごとの開示を通じて、変革の進捗と成長の確度を力強く示してまいります。 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS04565/d9ff531a/875f/4963/8fe9/ec7186caeab3/140120260607564812.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS04565/632b94ad/1c99/4003/aa0f/a90a7060f2d0/140120260609566030.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS04565/d57c581c/0a4f/46b5/b129/38007a39805c/140120260618574071.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS04565/5150723c/3c90/41d0/81c7/3aa45757ef09/140120260728500922.pdf
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■ 参考資料 

・2026 年 3 月期決算および 新中期経営計画「SHIFT2028」 説明会資料（2026 年 6 月 3 日） 

・SHIFT2028 始動にむけたトップメッセージ（2026 年 6 月 3 日） 

・2026-2028 新中期経営計画 SHIFT2028─ エッセンス版（2026 年 6 月 3 日） 

 

本資料に記載の将来に関する事項は、現時点における当社の判断・見通しに基づくものであり、実際の業績等は様々な要因により異

なる結果となる可能性があります。 

 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS04565/ac51d2cb/28a0/4660/ba49/5f9fe8ecee6a/140120260529555602.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS04565/4d977d8a/3740/4767/b20e/8004787aae7e/140120260603561004.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS04565/ea73ac4c/cfe8/4445/8547/f5806ae65f6c/140120260602559006.pdf

